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暖地・西南暖地向け秋ソバ品種「さちいずみ」の育
成












































































中生の新潟県在来種，「朝日村在来 3」（第 1 表）を
母，早生で子実外観品質が優れる対馬収集の在来品
種「ＳＯＢＡ」（農業生物資源ジーンバンクＪＰ番
号 86258，第 1 表）を父として，人工交配を行った
組合せに由来する（第 1 図）。1997 年秋に「朝日村
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第２表 選抜経過 













































選抜集団数  1 1 － 1 1 2 2 1 1 1 1 
選抜個体数  60 217 － 7 7 14 20 20    





















































形質 調査方法 さちいずみ 常陸秋そば 鹿屋在来 
伸育性 観察 無限 無限 無限 
草型 観察 開・伸 b) 直・伸 a) 開・伸 b) 
草丈 測定 やや短 中 長 
主茎長 測定 やや短 中 長 
主茎節数 測定 中 やや多 多 
茎色 観察 淡紅 淡紅 淡紅 
葉の形 観察 中 中 中 
葉色 観察 中 中 中 
花色 観察 白 白 白 
花房数 測定 中 中 多 
粒形 観察 三角形 三角形 三角形 
登熟中果皮色 観察 白～淡緑 白～淡緑 白～淡緑 
完熟粒果皮色 観察 黒 濃褐 褐 
千粒重 測定 中 大 中 
容積重 測定 大 やや大 中 
子実外観品質 観察 やや極良 やや極良 やや良 
生態型 観察 中間秋型 中間秋型 秋型 
開花始 観察 中 中 晩 
開花期 観察 中 中 晩 
開花最盛期 観察 やや早 中 晩 
成熟期 観察 やや早 中 やや極晩 
生育日数 算出 中 中 やや極長 
第一次分枝数 測定 中 中 中 
耐倒伏性 観察 やや強 中 やや弱 
穂発芽の難易 観察 やや易 - やや難 
脱粒の難易 観察 中 中 中 
子実の収量 測定 多 多 多 
粉の明度(L*値) 測定 中 中 中 
粉の a*値 測定 中 中 中 
粉の b*値 測定 中 中 中 
製麺性 官能 中 中 中 
製粉歩留 測定 中 中 中 
食味 官能 中 中 中 



























































よび b＊値は“中”で，「常陸秋そば」  ，「鹿屋在来」
と同程度である。 食味は“中”で ，「常陸秋そば」，
「鹿屋在来」と同程度である。


















大隅支場における栽培試験は 2003 年度から 2007 年
九州沖縄農業研究センター報告　第59号 （2013） 28
第５表　生育調査結果
a）耐倒伏性 : １（極弱）～９（極強）, b） 外観品質 : １（極不良）～９（極良）
　２００４年度については台風被害のため試験ができなかった。

















において播種期試験を行った。8 月 28 日および 9









注 1）a） 耐倒伏性 : １（極弱）～ 9（極強）, 注 2）外観品質 : １（極不良）～９（極良）
　          2004 年については，台風被害のため試験ができなかった。
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第８表　鹿児島県内の各現地における耕種概要
第９表　鹿児島県内の各現地における生育調査成績
第 10 表　鹿児島県内の各現地における収量試験成績 (kg/a)





第１０表 鹿児島県内の各現地における収量試験成績 (kg/a) 
年次  
































2005 35.2  31.5  112   - - -  - - -  - - - 
2006 - - -  12.2  8.3  148   - - -  20.7  9.4  221  
2007 13.7  13.7  100    25.9  17.0  152    24.4  13.8  177    - - - 



















































8.28 9.21 11.04 67 
9.05 9.28 11.11 67 
9.12 10.05 11.15 64 
9.19 10.12 11.21 63 























































の 2 種類を使用した。黒化率 80％時で収穫した場
合の「さちいずみ」は，色，香りとも他の試験区の



















第 12 表　製粉調査結果（九州沖縄農業研究センター 2007 年）
第 13 表　製麺評価結果（枡田製粉による製麺試験 2007 年度）
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第 14 表　食味官能試験結果（九州沖縄農業研究センター）
第 15 表　食味官能試験結果 （枡田製粉による製麺試験 2007 年度）

































さちいずみ 14.5 15.5 13.8 13.5 14.8 72.0 
常陸秋そば(標準） 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 70.0 





さちいずみ 14.9 15.9 15.6 13.9 15.4 75.6 
常陸秋そば(標準） 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 70.0 










































第１５表 食味官能試験結果 （枡田製粉による製麺試験 ２００７年度） 
品種・系統名 a) 色 b) 香り b) 味 b) 食感 b) 合計 
かたさ そばらしさ 
さちいずみ A 18.0 16.3 19.3 16.0 16.0 85.7 
さちいずみ B 14.0 13.7 13.7 15.0 14.3 70.7 
キタワセソバ（標準） 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 70.0 
常陸秋そば(比較） 16.0 15.3 15.3 14.3 15.7 76.7 
a) 「さちいずみ」および「常陸秋そば」は九州沖縄農研で栽培したソバを使用。「さちいずみ A」は黒化率 80%時， 
  「さちいずみ B」は黒化率 100%時で収穫したソバを使用。標準は北海道産「キタワセ （製粉会社が準備）， 






































































第 17 表　鹿児島県現地における食味試験 （2007 年度）
第 18 表　固定度調査結果
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付表　育成従事者
注 1） 　1999 年は栽培および選抜をしていない。
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New Common Buckwheat Cultivar “Sachi-izumi” for Warm Areas in Japan
Katsuhiro Matsui, Takahiro Hara, Takahisa Tetsuka  and Toshikazu Morishita1)
Summary
New buckwheat cultivar “Sachi-izumi” was developed at NARO Kyusyu Okinawa Agricultural 
Research Center. It was derived from a crossing between Asahimura-zairai, a medium-
maturing variety with lodging resistance, and SOBA (86258: JP number of NIAS Gene bank), 
an early-maturing variety collected in Tsushima Nagasaki with good outward appearance 
of seeds. Flowering time of Sachi-izumi is the same as that of Hitachi-akisoba and slightly 
earlier than that of Kanoya-zairai. Maturing time of Sachi-izumi is almost the same time as that 
of Hitachi-akisoba and 10 days earlier than that of Kanoya-zairai. The plant height of Sachi-
izumi is relatively low, and lodging resistance is almost the same as that of Kanoya-zairai. The 
yield ability of Sachi-izumi was as high as that of Kanoya-zairai in a yield trial conducted in 
Kagoshima prefecture. The taste of noodles made from Sachi-izumi is as good as those made 
from Hitachi-akisoba and Kanoya-zairai. It grows well in autumn and in western Japan.  
Keywords: Autumn buckwheat, Kyushu, high yield, cross breeding.
Crop and Agribusiness Research Division, NARO Kyusyu Okinawa Agricultural Research Center, 2421, Suya, 
Koshi, Kumamoto　861-1192 , Japan.
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